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令和２年度第3次補正
20,872百万円

特徴・
ポイン
ト

 児童生徒一人一台端末をはじめとした学校ICT環境の整備等に取り組む
 高等学校段階の低所得世帯等の生徒が使用する端末整備の支援など、「GIGAスクール構想」の更なる拡充に取り組む

• デジタル化の推進は、質の高い教育を実現する上で必要不可欠であり、
Society5.0時代を生きる子供たちに相応しい、全ての子供たちの可能
性を引き出す個別最適な学びと協働的な学びを実現する

• これまで学校ICT 環境整備において自治体間で生じていた格差を早急
に是正するため、地域を問わず学校ICT環境の整備を全国一斉に進め
る

• 義務教育段階の児童生徒１人１台端末や高速大容量の通信
ネットワークなどの整備に加えて、低所得世帯の高校生に対する貸
与等を目的として設置者が行う端末整備に対する支援等を実施

• これまで実施してきた障害のある児童生徒のための入出力支援装
置や、家庭学習のための通信機器等の支援についても、高等学
校段階等へ対象を拡充

児童生徒の端末整備支援
○ 「1人1台端末」の実現

対象：国・公・私立の小・中・特支等
国立、公立：定額(上限4.5万円)
私立：1/2(上限4.5万円)

○ 障害のある児童生徒のための入出力支援装置整備
視覚や聴覚、身体等に障害のある児童生徒が、端末の使用にあたって必要となる
障害に対応した入出力支援装置の整備を支援
対象：国・公・私立の小・中・高・特支等
国立、公立：定額 私立：1/2

令和元年度 1,022億円
令和２年度１次 1,951億円

◆国公私立の小・中・特支等義務教育段階の児童生徒が使用するPC端末整備
を支援

◆国公私立の高等学校段階の低所得世帯等の生徒が使用するPC端末整備を支援
対象：国・公・私立の高等学校等
国立、公立：定額(上限4.5万円)
私立：原則1/2 (上限4.5万円)

令和２年度１次 11億円
令和２年度３次 4億円

令和２年度３次 161億円

緊急時における家庭でのオンライン学習環境の整備
○ 家庭学習のための通信機器整備支援
Wi-Fi環境が整っていない家庭に対する貸与等を目的として自治体が行う、LTE通
信環境（モバイルルータ）の整備を支援
対象：国・公・私立の小・中・高・特支等
国立、公立：定額（上限1万円） 私立：1/2（上限1万円）

○ オンライン学習システム（CBTシステム）の導入
学校や家庭において端末を用いて学習・アセスメントが可能なオンライン学習システ
ム（CBTシステム）の全国展開等

令和２年度１次 147億円
令和２年度３次 21億円

令和２年度１次 1億円

令和２年度３次 22億円

クラウド
高速大容量
機密性の高い
安価なネットワーク

１人１台端末
家庭での活用
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